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ドメイン名を登録すると、誰による登録

で連絡先はどこなのか、という情報がイン

ターネット上で公開されます。これが

Whoisです。

インターネットは、1つの組織が集中管

理するのではなく、接続している組織や個

人が相互に連絡を取り合って運用上のト

ラブルを協調して解決する形で成長して

きました。このため、ドメイン名の登録者

への連絡先情報は非常に重要であり、JP

ドメイン名を含む世界中の多くのドメイン

名で、Whoisによる情報公開を前提とし

たドメイン名登録が行われています。

しかしインターネットが一般社会に広が

り、個人によるドメイン名登録が行われる

ようになった近年においては、Whoisによ

る情報公開のあり方についてそれぞれの

ドメイン名の管理組織が、各国の事情や

法制度の中で検討を進めています。

JPドメイン名では登録者の情報と連絡

先の情報を区別し、個人情報の保護と、

インターネットの運用の両立を図っていま

す。JPドメイン名以外では、登録者の住

所や電話番号などすべての情報をWhois

で公開している場合もあり、個人情報の

取り扱いはそれぞれの管理組織のポリシ

ーによって異なっています。

JPドメイン名のWhois では、登録者

の住所や電話番号などの情報は表示せ

ず、名前のみ表示しています。一方、連絡

ドメイン名登録時の個人情報の扱い

MPLSはどうスゴいのか
今月のポイント

いまさら聞けない

ドメインによって個人情報の扱いは違う
JPドメインでは連絡窓口のみ表示

自分用にドメイン名を登録しましたが、Whoisなどで住所や電話番号などの個人情報が誰にでも見られるようにな

っていて少し不安です。これは公開されないようにできないのでしょうか？ ドメイン名に関する個人情報の扱い

について教えてください。（千葉県　西田さん）

いまだから聞きたい

このコーナーでは読者の皆さんの

インターネットに関する疑問や質

問にお答えします。「？」と感じたこ

とはどのようなことでも構いません

ので、下記のメールアドレスまでご

質問ください。なお、ご質問への

メールでの回答はできませんので

ご了承ください。

○ご質問はこちらまで

im-faq@impress.co.jp

先の情報はトラブル時にすぐに検索でき

るように住所や電話番号を公開していま

すが、これは登録者に連絡を取り次ぐこ

とができる代理の窓口でも構いません。

連絡窓口を代行するサービスを提供して

いる事業者などもあり、自宅の住所や電

話番号をWhoisで公開することなく、ドメ

イン名を登録することができます。

（株式会社日本レジストリサービス（JPRS）宇井隆晴）

http://whois.jprs.jp/

図1 JPドメイン名のWhoisで

は、公開連絡窓口のみが表示され

るようになっている
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MPLSは、ADSLのように一般のユーザ

ーに関係するものではありません。増え

続けるインターネットのトラフィックにバッ

クボーンが耐えられるように、大量のIPパ

ケットを効率よくルーティングできるように

考え出されたもので、主に通信事業者の

注目を集めている新しい技術です。

IPを使った通信では、網状のインター

ネットのどの経路を通ると「近い」かを各

ルーターが宛先のIPアドレスを元に判断

してパケットを中継します。この判断をす

るのがRIPなどのルーティングプロトコル

と呼ばれるものです。MPLSも同様に効

率のいい経路を決定するためのしくみで

すが、RIPなどのようにIPアドレスと巨大

なルーティングテーブルを使うのではなく、

もっと単純な「ラベル」を使って経路を決

定することで、大量のトラフィックを効率よ

く処理できるのです。

MPLS網（MPLSに対応したルーター

（LSR）で構築されたネットワーク）に入って

きたパケットに対して、宛先に届く経路を

示す簡単なラベルをLSRが付加します。

MPLS網内の各LSRはラベルによって経

路を判断してパケットを中継し、パケットが

MPLS網を抜けるときにラベルが除去され

ます。MPLSの基本はこれだけです。

ラベルの付いたパケットを受け取った

ルーターは、自分の持つ表からラベルの

番号に対応するエントリーを見つけるだけ

で、自分がどの経路にパケットを送り出せ

ばいいのかと次のラベルの番号がわかる

のです。LSR間で必要な情報をやりとり

して各LSRが表を作る処理と、最初に宛

先のIPアドレスに対応してラベルを付け

る処理は少し複雑になりますが、いったん

情報をやりとりすれば後はさほど複雑な処

理になりませんし、末端のルーターが複雑

な処理を受け持つことで、トラフィックが

集中するIXなどはラベルを使ってシンプ

ルな処理をでき、大量のトラフィックを高

速に処理できるようになるのです。

MPLS網ではラベルを付けられたパケ

ットは決まった経路を通るので、トラフィッ

クを網内で分散させ、特定の経路に負荷

がかからないようにすること（トラフィックエ

ンジニアリング：TE）が可能になります。

また、この経路制御の仕組みを使えばIP-

VPNが実現できます。図2でAとA'が同

一企業のネットワークで、BとB'が別の企

業のネットワークだとします。ネットワーク

AからネットワークA'へのパケットはネット

ワークA'だけに届くようにラベルで経路

制御され、ネットワークBやB'に届くことは

ないので、パケットが盗聴されることはな

く、セキュアな通信ができるのです。

TEやIP-VPNが現状の通信業界におい

て注目を集めている技術なので、それを

実現するMPLSが注目されているのです。

「MultiProtocol Label Switching」とい

うMPLSの本名に表されるように、IPだ

けでなくIPXや、さらにはデータリンク層の

EthernetやATMなどさまざまな方式に対

応できるのもMPLSの特徴の1つです。

残念ながらMPLSはADSLよりも速い

インターネットを自宅には運んでくれません

が、インターネットをより効率よくしてくれ

る技術の1つなのです。 （御影伸哉）

「MPLS」が速くてスゴいという話を聞きました。MPLSはADSLよりもスゴいのでしょうか。

（大阪府　神谷伸成さん）

プロトコルに依存せずに大量の
トラフィックを効率的に経路選択
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●図2 MPLSによる経路制御

お詫び 2003年4月号掲載のスパイウェアやアドウェアに関するQ&Aの中で、Ad-awareで検出されたプログラムの例としてCnsminを掲載していましたが、CnsminはIEで日本語や中国語のキーワード検索
を利用するためのプログラムで、アドウェアやスパイウェアではありません。Cnsminがアドウェアの類であると誤解されかねない記述であったことをお詫びします。
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